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１ 実践の目的 
 本校の学校教育目標は、「人間性豊かにた

くましく、主体的に行動する児童の育成」で

ある。目指す子ども像として、「進んでやる

子・頑張る子・思いやりのある子」がある。 

 コロナ禍を経て、学校の日常生活が取り

戻される中、教職員から自分も人も大切に

できる子どもを授業の中で育んでいくこと

が必要ではないかという声が上がった。 

そこで、自分も人も大切に学び合い、深め

合うために必要である。「自分の考えをもつ

力」「人の考えを尊重する力」「考えをつなげ、

深める力」「学びを楽しむ姿勢」を児童に育

むために、東京大学大学院教授 藤村宜之

先生にご指導いただき「協同的探究学習」を

通して授業づくりを校内研究で行ってきた。 
 
２ 実践の内容 
（１）校内研究の体制 

本校では、学級全体で探究していく場面

を大切にし、多様な意見や考えを認め合い、

それぞれの意見や考えの共通点や相違点を

関連づけながら、課題解決に向け、協同で学

びを深めていく授業づくりを目指している。

協同的探究学習では、問いが 1 つに閉じて

いない問い＝非定型の問いが重要になって

くるため、「問い」の研究を大切にしている。 

また、研究教科を「国語科」に絞ることで、

教員全員が当事者となって、児童の学びの

基盤となる力を、系統的・継続的に高めてい

く研究を行ってきた。 

 更に、ともに学ぶ喜びを実感できる授業

を行うため、子どもたちの基礎・基本の姿

（西浜スタンダード）として、「人を大切に

する聴き方・話し方」を作成し、活用してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究授業・研究協議の様子 

 昨年度までの研究授業は国語科の物語文

を教材としたものが多かったが、本年度は、

物語文以外にも、説明文の授業研究を行っ

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

また、協議会では、学習支援アプリケーシ

ョンの共有ノートを活用し、オンタイムで
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それぞれの考えを見ることができるよう、

工夫した。 

協議は、「非定型の学習課題」「子どもの姿」

「教員の手立て」の 3本柱を中心に行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果と課題 
（１）教師の変容 
 研究テーマに対する教員自身の授業の変

容として、「人を大切にする聴き方・話し方」

を授業の中で意識的に位置付けるようにな

った点が挙げられる。発言を促すことにと

どまらず、相手の考えを受け止め、つなぎ、

深めることを重視する授業づくりへと意識

が変化した。また、学ばせたいことや気づか

せたいことから逆算して授業を構成する姿

勢が強まり、教材の本質に迫る発問や学習

活動を工夫するようになった。説明文など、

これまで指導に難しさを感じていた教材に

ついても、研究を進める中で理解が深まり、

指導の質の向上につながった。 

（2）深まった実践・研究方法 

学年研究を基盤としながら校内で国語科

を研究することで、学年間の系統性を意識

した授業づくりが進んだ。さらに、単元計画

を重視し、「子どもの思考の流れ」に沿って

授業を構成することや、非定型の問いを取

り入れることで、多様な考えを引き出す実

践が広がった。 

（3）子どもの変容 

形式的に聞くのではなく、「同じ」「似てい

る」といった言葉を用いながら、友だちの意

見を自分の考えに取り込もうとする姿が増

えてきた。また、自分の考えや感想を文章で

表現できる児童が増え、話す相手も「先生」

から「クラスのみんな」へと意識が広がって

いった。聞くことの価値を理解し、子ども同

士で「今は聞くんだよ」と声を掛け合う場面

も見られ、非定型の問いによって、これまで

発言が少なかった児童が活躍する場面や、

お互いの考えを尊重し合う場面も生まれた。 

 
４ 今後の展開 
教科によっては、自分の意見を述べる段

階で終わり、友だちの考えを聞いて深める

ところまで至らない場面があること、「でき

る学力（読む力・書く力・計算する力）」を

支えながら、「分かる学力」を伸ばす発問の

難しさなどが課題として挙げられる。また、

切り返しや関連付け、板書のまとめ方など、

教員のファシリテート力のさらなる向上も

求められる。 

今後は、学年に応じた積み重ねを意識し、

最終的に「子どもたちがお互いを認め合い、

どんな意見でも安心して出し合える 6 年生」

の姿につながる系統的な指導を継続してい

きたい。授業を見合う機会や子ども同士が

学び合う場をさらに充実させるとともに、

教材研究に時間をかけ、研究テーマに即し

た実践を積み重ねていく。教員自身が学び

続ける姿勢を大切にしながら、児童一人ひ

とりが安心して考えを出し合い、互いに高

め合う授業づくりを目指していきたい。 

 


